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西表島で発見されたイワヒトデ属とヌカポシクリハラン属の

推定属間雑種に関する研究
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西表島で発見された未記載種のシダ（以下未記載種と呼ぶ）は、ウラボシ科

イワヒトデ属のオオイワヒトデＣＯ/ysjSPot/T(/bﾉﾉαとヌカボシクリハラン属のミ

ツデヘラシダＭｃｍｓｏＭ"ﾉﾌﾞrempLlsの属間雑種と推定されている。この仮説を検
証するため、葉の形態と胞子稔'性の比較、分子系統学的解析、染色体数の算定

を行った。

未記載種の葉はオオイワヒトデとミツデヘラシダの中間的形態を示したこと

から、両種の雑種であることが支持された。葉緑体ＤＮＡのｒｂｃＬ遺伝子の塩基

配列を比較した結果、未記載種の配列はミツデヘラシダと完全に一致したこと

から、未記載種の母親はミツデヘラシダである可能性が高い。シングルコピー

とされる核ＤＮＡのｐｇｊＣ遺伝子について、ＰＣＲ増幅産物のサイズを電気泳動に

より比較した結果、オオイワヒトデでは610ｂｐのバンドａを持つ個体、623ｂｐの
バンドｂを持つ個体、バンドａとｂの両方を持つ個体が確認された。ミツデヘ

ラシダでは633ｂｐのバンドｃを持つ個体のみが見られたことから、これら２種
はバンドパターンにより明瞭に区別できた。一方､解析した全ての未記載種は、

オオイワヒトデで確認されたバンドｂ、ミツデヘラシダで確認されたバンドｃの

両方を持っていた。各バンドを切り出して塩基配列を比較したところ、オオイ

ワヒトデと末記載種のバンドｂには１－３塩基座で塩基置換が見られたものの、

挿入・欠失の特徴が一致していた。また、ミツデヘラシダと未記載種のバンドｃ

の塩基配列は完全に一致した。未記載種が両種のバンドを合わせ持つことから、

末記載種の起源にはオオイワヒトデとミツデヘラシダの両方が関与している可

能性が高いと考えられる.

染色体数を調べた結果、オオイワヒトデは２１z=７２の二倍体、ミツデヘラシダ

は２"=144の四倍体、未記載種は２"=108の三倍体だった。これらのことから、

未記載種は二倍体オオイワヒトデと四倍体ミツデヘラシダの交雑によって生じ

た三倍体雑種であると考えられる。また、胞子嚢あたりの胞子数がオオイワヒ

トデ、ミツデヘラシダより少なく、正常な胞子も見られなかったことから、未

記載種の胞子稔性は極めて低いと考えられる.

ｃｐＤＮＡの塩基配列に基づき最節約法と最尤法によって構築した系統樹では、
ミツデヘラシダと未記載種はイワヒトデ属とまとまり、ヌカボシクリハラン属

は側系統群となった。末記載種はオオイワヒトデを父親、ミツデヘラシダを母

親とした属間雑種であるが、ミツデヘラシダとイワヒトデ属は遺伝的に極めて

近縁であると考えられる。


